
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集①

特集②
令和3年度当初予算

表紙：3月28日一般国道372開通式で演奏を披露する西本梅太鼓クラブの皆さん



2広報なんたん4・5月号

　

南
丹
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
市
内
飲
食

事
業
者
の
支
援
策
と
し
て
、
お
弁
当
や

加
工
品
な
ど
の
情
報
サ
イ
ト「
Ｋ
ｙ
ｏ 

Ｉ
ｋ
ｕ 

Ｄ
ａ
ｙ
」を
制
作
し
、
サ
イ
ト

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
お
弁
当
な
ど
の
予
約
が
で

き
、
店
頭
で
す
ぐ
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
サ
イ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

和牛あか牛ローストビーフ
レストラン いけじゅう　（八木町八木東久保39番地8）
�
　本当においしいお肉を求めて、日本
古来から伝統的な褐毛和牛、あか牛を
熊本阿蘇の産山村の提携牧場より直送。
　また、1頭から4キロほどしかとれな
い希少部位、マルシンと呼ばれるモモ
の中心だけを使用しています。丁寧に
低温でじっくり焼き上げたローストビ
ーフです。
　こだわりの赤身和牛の上質で旨味は
濃厚な牛肉本来の美味しさを味わうこ
とができます。
電話：（0771）42-2034

焼鯖棒寿司食べ比べセット
スプリングスひよし レストラン桂川　（日吉町中宮ノ向8番地）
�
　自家製山椒みそ風味の焼鯖棒寿司4貫と、
焼鯖と日吉産壬生菜柴漬け棒寿司4貫の詰め
合わせです。
　テイクアウトでしか食べ比べできないお
得なセットです。
　この機会にぜひご賞味ください。
電話：（0771）72-1526

美山鹿 麻婆豆腐丼
料理旅館 枕川楼　（美山町中上前26番地）
�
　健康的な食材として人気の鹿肉。
　自然豊かな美山で育った鹿は上
質です。
　花椒粉と花椒油に豆鼓で旨味と
香りを加え、本格的な味に仕上げ
ました。
電話：（0771）77-0003
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☆☆☆濃厚魚介つけ麺
割鮮 うを亀本店　（園部町上本町南2番地18）
�
　多くの高級魚のアラを使い、じっ
くりと炊き上げたスープに、全粒粉
入国産小麦100％の香る中太平打ち
麺。
　レアチャーシューと穂先メンマト
ッピング。その相性の良さが、グル
メサイト【SARAH】2020関西つけ麺
部門において三ツ星を受賞しました。
電話：（0771）62-4428

和ごち BOX
町家割烹 吉勝　（園部町宮町60番地）
�
　ご自宅で楽しむテイクアウト専
用本格懐石折詰です。
　特別な日のごちそうや手土産、
プレゼントにも最適です。
　職人の技がふんだんに盛り込
まれた季節感あふれる「和ごち
BOX」をぜひ、ご家庭で味わって
ください。
電話：（0771）62-0232

COSO パンランチBOX
おやさいCafe COSO　（園部町竹井マキ22番地3）
�
　朝から焼いた手作りのパンと旬
の野菜や地元でとれた新鮮な野菜
を使ったデリや、やさいのスープ
がセットになったランチBOXです。
電話：070-4123-6341

笑日餅（わらびもち）
日本料理 津多屋　（園部町若松町62番地7）
�
　笑顔の一日になりますようにと
思いを込めた「笑日餅」
　京都丹波産きな粉を100％使用
した自慢の一品です。
　地元産の手土産としても大人気
です。
電話：（0771）62-0508
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森の京都「そのべ牛」
黒毛和牛丼
道の駅 京都新光悦村　（園部町曽我谷縄手15番地3）
�
　以前好評だった「牛めし弁当」をも
う少しお気軽に、しかもごはんと具
を分けるなどの工夫をして、つゆだ
くにも対応できるぶっかけタイプの
お弁当に改善しました。
　地元の黒毛和牛と自慢のお米・とれ
たて新玉ねぎを使ったメニューです。
　(当面のところ土・日のみの販売)
電話：（0771）68-1100

肉巻きおにぎりと
だし巻きおにぎらずのセット
桜～sakura～　（園部町宮町61番地 UZUMAKI bldg.）
�
　俵型のおにぎりにしっかりと巻いた
豚肉は季節によってタレが変わります。
　春から夏にかけての生姜ダレはさっ
ぱり食べていただけます。
　だし巻きたまごに使用するダシにひ
と手間加えて見た目はボリュームたっ
ぷりですが、あっさり淡白な仕上がり
です。
電話：090-2018-8771

駅弁「幕の内弁当」
株式会社　淡路屋　（園部町小山東町溝辺14番地5）
�
　淡路屋創業当時から作り続けている、園部駅の
駅弁「幕の内弁当」です。
　木(経木)の折箱に入ったお弁当で、掛け紙には
昭和初期の復刻版を使用しています。
　近海物の旨味のある鯖の塩焼きや国産牛肉のし
ぐれ煮が人気で、手作りだし巻き卵、煮ごぼうな
ども入っています。
　バランス良く色々な味が寄り添っています。
電話：（0771）62-0339

ナポリピッツァ
グードバー　（園部町美園町4号16番地51）
�
　500℃の窯で一気に焼き上げるシンプ
ルで飽きがこないナポリピッツァです。
　ナイフを入れたらサクッとしていて小
麦のいい香りが鼻孔をくすぐります。
　12種類の定番のPizzaと季節限定メニ
ューも用意しています。
電話：（0771）68-1048



　

サ
イ
ト
の
活
用
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

サ
イ
ト
を
通
じ
た
事
業

者
と
消
費
者
の
相
互
通

話
に
よ
り
、
食
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
消

費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
お
弁
当

の
提
供
に
繋
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
こ
の

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
家
族
で
食
を
楽
し

む
機
会
な
ど
に
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
サ
イ
ト
に
ご

登
録
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
南

丹
市
役
所
の
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
商
工
課（
０
７
７
１
─

６
８
─
１
０
０
８
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

5 広報なんたん4・5月号

美山どぶろく たのし
民宿みやま　（美山町長谷湯ヶ谷58番地1）
�
　南丹市どぶろく特区のお酒です。
　美山のお米と水で造ったどぶろ
くは、ほんのり感じるお米の甘み
と、すっきりとした吞み口が特徴
です。
電話：（0771）75-0535

板前さんのカレーパン
株式会社　八光館　（八木町八木河原31番地4）
�
　八光館の板前さんが初めてのパン作
りに試行錯誤を重ね、やっとできたカ
レーパンです。生地はもっちりと仕上
がるように特注の小麦粉を使用し、ル
ーは玉ねぎの甘さと数種類のスパイス
でアクセントにし、隠し味に赤ワイン
と生姜を加えることで、“また食べたく
なる”味を追求しました。
電話：（0771）42-2221

牛肉の赤ワイン煮込み
オーベルジュ ナカザワ　（美山町板橋船ノ向16番地1）
�
　フランスの伝統的な牛肉の赤ワイン煮込み
です。
　赤ワインの強さに負けないよう、脂のある
牛バラ肉を使用しています。
　赤ワインで1日マリネし、じっくりと火入れ
した牛バラ肉、野菜、赤ワインや食材から出
る水分のみで作り上げたソースをぜひご家庭
でご堪能ください。
電話：（0771）75-2001

▲Kyo Iku Day サイト
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
住
み
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
に

令和3年度当初予算
会計名 令和3年度 令和2年度 増減率

一般会計 233億6,300万円 248億5,500万円 6.0% 減
特別会計 90億4,260万円 87億3,760万円 3.5% 増

内　

訳

国民健康保険事業 41億370万円 37億9,290万円 8.2% 増
（事業勘定） 38億4,770万円 37億9,290万円 1.4% 増
（直営診療施設勘定） 2億5,600万円 0円 皆増
介護保険事業 42億9,780万円 43億2,530万円 0.6% 減
市営バス運行事業 9,590万円 7,590万円 26.4% 増
土地取得事業 20万円 30万円 33.3% 減
後期高齢者医療事業 5億4,500万円 5億4,320万円  0.3% 増

公営企業会計 62億8,538万円 65億1,721万円 3.6% 減
内 

訳
水道事業会計 18億8,554万円 19億8,611万円 5.1% 減
下水道事業会計 43億9,984万円 45億3,110万円 2.9% 減

合    計 386億9,098万円 401億981万円 3.5% 減
※金額および増減率は端数調整しています。

■
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、
若
者
が
定
住
で

き
る
ま
ち
づ
く
り

■
農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
に
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

■
福
祉
や
防
災
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
教
育
・
文
化
の
振
興
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り

■
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

■
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
未
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り

【
主
な
取
り
組
み
と
予
算
額
】

　

本
年
度
に
実
施
す
る
主
な
取
り
組
み

と
予
算
額
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
事

項
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
　
　
　
　
　

3
億
6
7
1
1
万
3
千
円

　

園
部
た
ん
ぽ
ぽ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
を
新
設
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
事
業（
病

児
保
育
事
業
）

2
億
5
2
7
万
3
千
円

（
内
1
5
9
2
万
円
）

　

南
丹
病
院
組
合
の
構
成
市
町
で
あ
る

亀
岡
市
、
京
丹
波
町
、
南
丹
市
の
２
市

１
町
の
広
域
連
携
事
業
と
し
て
、
京
都

中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
病

児
保
育
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
病
気
の
際
に
自
宅
で
の
保

育
が
困
難
な
場
合
に
、
病
気
の
子
ど
も

を
一
時
的
に
保
育
す
る
こ
と
で
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
、

若
者
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

【特集2】

　

令
和
3
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
財
政

状
況
が
厳
し
い
中
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
社
会
の
あ
り

方
が
変
わ
る
転
換
点
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
創
意
工
夫
し「
新
た
な
日
常
」

の
実
現
や
、
10
年
後
、
20
年
後
の
ま
ち
の
姿
も
見
据

え
た
力
強
く
元
気
で
夢
の
あ
る
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
次
の
重
点
事
項
に
沿
っ
て
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
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定
住
促
進
事
業（
移
住
者
住
宅
整
備
モ

デ
ル
事
業
）

1
億
2
8
4
4
万
2
千
円

（
内
1
9
6
2
万
9
千
円
）

　

日
吉
町
五
ヶ
荘
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
、
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
向

け
の
住
宅
整
備
を
行
い
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
移
住
者
の
受
入
を
推
進
し
ま

す
。

野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業

1
億
1
9
0
9
万
8
千
円

　

農
林
業
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
、
鳥
獣
害
防
止
施
設
の
整
備
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
減
容
化
施
設
の

活
用
に
よ
り
、
捕
獲
後
の
適
正
な
処
理

を
行
い
ま
す
。

南
丹
市
が
ん
ば
る
農
業
応
援
事
業

6
0
0
0
万
円

　

国
や
府
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
へ
の
機

械
導
入
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

商
工
振
興
助
成
事
業1

5
7
4
万
9
千
円

　

商
店
街
の
活
性
化
推
進
や
、
商
工
会

イ
ベ
ン
ト
の
補
助
事
業
な
ど
を
行
い
ま

す
。

観
光
宣
伝
事
業

2
2
6
2
万
7
千
円

　

新
し
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
の
魅
力
を

発
信
す
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
各
種
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

2
3
1
7
万
7
千
円

　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
の
I
C
T
を
活

用
し
た
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成
事

業

6
2
6
2
万
円

　

高
齢
者
福
祉
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、
居
住
環
境
の

質
の
向
上
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

2
5
5
万
9
千
円

　

子
育
て
・
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
・

治
療
・
在
宅
療
養
が
安
心
し
て
地
域
で

つ
な
が
り
な
が
ら
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

消
防
資
機
材
整
備
事
業

4
8
5
5
万
3
千
円

　

老
朽
化
し
た
消
防
小
型
動
力
ポ
ン

プ
、
消
防
車
両
の
更
新
に
よ
り
地
域
消

防
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

公
衆
防
犯
灯
設
置
事
業

�

7
6
4
万
4
千
円

　

従
来
か
ら
の
公
衆
防
犯
灯
新
設
経

費
等
に
加
え
、
地
域
の
公
衆
防
犯
灯

L
E
D
化
を
支
援
し
ま
す
。

道
路
・
橋
梁
維
持
管
理
事
業

2
億
4
6
1
9
万
5
千
円

　

道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
、
橋
梁
定

期
点
検
、
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
、
舗
装

修
繕
計
画
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
跡
施
設
利
活
用
推
進
事
業

3
8
7
1
万
2
千
円

　

小
学
校
跡
施
設
の
活
用
に
向
け
て
、

地
域
団
体
の
支
援
や
拠
点
施
設
の
設
計

な
ど
を
行
い
ま
す
。

先
導
的
官
民
連
携
支
援
事
業

1
5
0
0
万
円

　

美
山
地
域
で
、
民
間
事
業
者
の
導
入

に
よ
り
地
域
資
源
等
を
磨
き
、
発
信

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

農
業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る

産
業
に
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

福
祉
や
防
災
な
ど
、安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

▲昨年度導入した鳥獣減容化装置

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
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生
涯
学
習
推
進
事
業

4
6
4
万
9
千
円

　

八
木
城
を
治
め
た
キ
リ
シ
タ
ン
武
将

内
藤
ジ
ョ
ア
ン
を
主
人
公
に
し
た
オ
ペ

ラ
公
演
を
後
押
し
し
、
園
部
文
化
会
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
P
R
と

あ
わ
せ
、
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
を
通
し
て
市

民
の
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設
改
修
事
業

1
1
1
2
万
1
千
円

　

日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
外
壁
な

ど
の
修
繕
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
で
、

教
育
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
環
境
整
備
事

業（
中
学
校
）

5
9
8
3
万
6
千
円

　

中
学
校
特
別
教
室
の
空
調
新
設
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

情
報
教
育
機
器
整
備
事
業（
小
学
校
）

2
6
9
1
万
7
千
円

　

I
C
T
環
境
の
整
備
に
よ
る
学
習
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
大
型
提
示
装

置
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

情
報
教
育
機
器
整
備
事
業（
中
学
校
）

2
4
5
9
万
8
千
円

　

I
C
T
環
境
の
整
備
に
よ
る
学
習
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
大
型
提
示
装

置
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業

4
億
3
6
4
2
万
7
千
円

　

新
庁
舎
建
設
工
事
、
1
・
2
号
庁
舎

耐
震
改
修
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

電
子
自
治
体
推
進
事
業

1
億
3
4
9
9
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

も
見
据
え
た
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実

施
に
係
る
経
費
の
ほ
か
、
A
I
な
ど
の

新
し
い
情
報
化
技
術
を
活
用
し
て
事
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

都
市
計
画
策
定
事
業

1
2
8
9
万
円

　

市
街
化
調
整
区
域
に
位
置
す
る
移
住

促
進
特
別
区
域
に
お
い
て
、
定
住
者
の

受
け
入
れ
を
進
め
集
落
の
維
持
・
活
性

化
を
図
る
た
め
、
地
区
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

◆
一
般
会
計
歳
入
予
算

　

歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
14
億

9
2
0
0
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
令
和
2
年
度
に
納
付

猶
予
さ
れ
た
市
税
分
が
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
合
併
算
定
替
に
よ
る
加
算
措

置
の
終
了
や
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
や
大
型
事
業
の
終
了
に
よ

る
国
庫
支
出
金
や
市
債
の
減
が
主
な
要

因
で
す
。

市
税
　 

　

41
億
6
6
3
1
万
7
千
円

譲
与
税
等
交
付
金

11
億
3
7
5
2
万
3
千
円

地
方
交
付
税
　

85
億
5
0
0
0
万
円

国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金

　
　�

　
　
39
億
4
0
7
5
万
5
千
円

繰
入
金
　

20
億
4
6
9
0
万
4
千
円

繰
越
金
　

1
億
円

市
債
　
　

22
億
8
9
0
0
万
円

教
育
・
文
化
の
振
興
と

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
未
来
を	

	

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

▲昨年度導入した大型提示装置を使った授業

▲新庁舎イメージ図
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令和2年度南丹市スポーツ・文化賞表彰式

賞 受賞者数

優秀スポーツ賞 団体：１
個人：13

スポーツ賞 団体：１
個人：10

優秀文化賞 団体：３
個人：８

文化賞 個人：９

翔け賞（スポーツの部） 団体：４
個人：７

翔け賞（文化の部） 個人：46
功労賞 個人：３

3
月
13
日
、
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
賞
表
彰
式
が
国
際
交
流
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
中
に
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
の
1
0
5
名

（
団
体
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の

た
め
、
参
加
者
を
限
定
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
同
時
に
開
催
し
た「
き
ら
り
・

本
の
こ
と
ば
」コ
ン
ク
ー
ル
と
あ
わ
せ

て
27
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を
表

彰◇
翔
け
賞

　

小
学
校
生
以
下
で
、
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
、

文
化
の
振
興
に
10
年
以
上
携
わ
り
、
特

　
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
　
団
体
　
》

【
一
般
の
部
】

・�

明
治
国
際
医
療
大
学�

女
子
サ
ッ

カ
ー
部

《
　
個
人
　
》

【
一
般
の
部
】

・
宮
城　

杏
優
菜
さ
ん

　

�（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】

・
油
谷　

敬
大
さ
ん（
丹
波
支
援
学
校
）

・
笹
野　

純
花
さ
ん（
丹
波
支
援
学
校
）

・
小
林　

未
奈
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
廣
野　

義
人
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
を
表
彰

▲ライフル射撃（小林さん）▲ライフル射撃（廣野さん）
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・
石
田　

唯
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・�

岡
本　

勝
哉
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・�

石
田　

明
梨
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・�

岡
本　

智
哉
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
池
田　

夏
捺
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・
津
田　

咲
登
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・
雨
宮　

興
門
さ
ん（
八
木
中
学
校
）

・
宮
下　

大
輝
さ
ん（
丹
波
支
援
学
校
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
　
団
体
　
》

【
中
学
生
の
部
】

園
部
中
学
校�

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

《
　
個
人
　
》

【
一
般
の
部
】

・
山
本　

怜
奈
さ
ん

　�（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
田
村　

啓
斗
さ
ん

　

�（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】

・
朝
倉　

滉
己
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
吉
田　

真
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
笹
江　

友
喜
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
髙
屋　

瑠
汰
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
鳥
渕　

一
彩
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
廣
瀬　

秀
太
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
）

・
松
本　

健
聖
さ
ん（
南
丹
高
等
学
校
）

・�

外
田　

悠
生
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

　
優
秀
文
化
賞

《
　
団
体
　
》

【
高
校
生
の
部
】

・�

京
都
府
立
園
部
高
等
学
校�

サ
イ
エ

ン
ス
部

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校�

畜
産
部

・
京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校�

環
境
部

《
　
個
人
　
》

【
高
校
生
の
部
】

・
宅
間　

加
鈴
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

・�

田
中　

陽
満
莉
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

・
信
秋　

優
輝
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

▲ライフル射撃（笹江さん）▲ライフル射撃（外田さん）

▲ジュニアサイクルスポーツ大会全国大会（石田さん）

▲全京都障害者総合スポーツ大会
　陸上競技 男子ジャベリックスロー（宮下さん）

▲ジュニアサイクルスポーツ大会全国大会（岡本さん）
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・
下
内　

寿
也
さ
ん（
丹
波
支
援
学
校
）

・�

竹
内　

泰
弘
さ
ん（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
上
山　

莉
奈
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・
米
谷　

カ
ヤ
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・�

越
浦　

綾
音
さ
ん（
園
部
高
等
学
校

附
属
中
学
校
）

　
文
化
賞

《
　
個
人
　
》

【
高
校
生
の
部
】

・
宮
尾　

永
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

・
井
澤　

悠
午
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

・�

小
林　

ア
オ
イ
さ
ん（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】

・
田
中　

知
里
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・
津
田　

咲
登
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

・
古
谷　

結
愛
さ
ん（
美
山
中
学
校
）

・
藤
原　

名
月
希
さ
ん（
美
山
中
学
校
）

・�

尾
迫　

悠
さ
ん（
園
部
高
等
学
校
附

属
中
学
校
）

・�

水
澤　

葉
太
郎
さ
ん（
園
部
高
等
学

校
附
属
中
学
校
）

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《
　
団
体
　
》

・�

小
向
山
少
年
野
球
倶
楽
部
Ａ
チ
ー
ム

・�

小
向
山
少
年
野
球
倶
楽
部
Ｂ
チ
ー
ム

・�

小
向
山
少
年
野
球
倶
楽
部
Ｃ
チ
ー
ム

・�

八
木
東
小
学
校
６
年
生
リ
レ
ー
チ
ー
ム

《
　
個
人
　
》

・
淺
野　

心
咲
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
合
田　

詩
音
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
小
財　

遼
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
宅
間　

紬
希
さ
ん（
八
木
東
小
学
校
）

・
湯
浅　

翔
空
さ
ん（
殿
田
小
学
校
）

・
塩
貝　

大
和
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
塩
貝　

怜
央
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《
　
個
人
　
》

・
四
方　

咲
彩
さ
ん（
園
部
小
学
校
）　

・
篠
原　

会
季
さ
ん（
園
部
小
学
校
）　

・
大
石　

早
智
花
さ
ん（
園
部
小
学
校
）

・
八
田　

紗
穂
さ
ん（
園
部
小
学
校
）

・
大
石　

直
紘
さ
ん（
園
部
小
学
校
）　

・
法
貴　

一
真
さ
ん（
園
部
小
学
校
）

・
大
石　

崇
文
さ
ん（
園
部
小
学
校
）

・
中
井　

蓮
さ
ん（
園
部
小
学
校
）

・�

岡
部　

壮
希
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

井
尻　

侑
成
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
一
海　

凪
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

福
地　

愛
佳
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

松
井　

天
真
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

早
苗　

春
香
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

中
村　

美
涼
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

井
上　

由
菜
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

川
戸　

花
音
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・�

谷
本　

智
迦
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
湯
浅　

舞
さ
ん（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
林　

稚
奈
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
合
田　

和
奏
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
濱
岡　

大
祐
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
山
𦚰　

真
緒
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
中
澤　

蒼
太
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
林　

望
歩
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
寺
町　

咲
希
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
豊
川　

夏
帆
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
人
見　

千
尋
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
福
田　

穂
佳
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
松
本　

祥
大
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
山
𦚰　

結
衣
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
𠮷
見　

優
那
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
上
田　

京
佳
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・�

治
田　

夕
希
穂
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
八
木　

音
愛
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・�
今
田　

菜
々
虹
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
奥
村　

涼
月
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
西
岡　

希
唯
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
福
田　

真
央
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・�

森
口　

愛
紗
陽
さ
ん（
八
木
西
小
学
校
）

・
池
田　

百
花
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
大
石　

雪
乃
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
塩
貝　

七
海
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

・
山
内　

海
翔
さ
ん（
美
山
小
学
校
）

・
木
村　

優
香
さ
ん（
美
山
小
学
校
）　

・
宮
本　

桃
羽
さ
ん（
美
山
小
学
校
）

　
功
労
賞

《
　
個
人
　
》

・�

一
谷　

好
美
さ
ん（
南
丹
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
）

・�

仲　

勝
さ
ん（
摩
気
・
西
本
梅
野
球

ク
ラ
ブ
）

・�

人
羅　

直
志
さ
ん（
南
丹
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

《
　
市
長
賞
　
》

【
小
学
生
部
門
】

・�

猪
奥　

遥
さ
ん（
胡
麻
郷
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
中
川　

奈
於
さ
ん（
園
部
中
学
校
）

【
一
般
部
門
】

・
石
田　

三
智
恵
さ
ん

《
　
教
育
長
賞
　
》

【
小
学
生
部
門
】

・
明
田　

和
紗
さ
ん（
八
木
東
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】

・
石
田　

美
羽
子
さ
ん（
美
山
中
学
校
）

【
一
般
部
門
】

・
井
尻　

律
子
さ
ん

▲全国アビリンピック
　ビルクリーニング部門（下内さん）
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12広報なんたん4・5月号

　3月28日、一般国道372号、南
八田道路の開通式が行われました。
式典では、地元の旧西本梅小学校
卒業生で構成された、西本梅太鼓
クラブがオープニング演奏を披露
し会場を盛り上げました。
　式典には、西脇隆俊知事をはじ
め多くの来賓が訪れ、国道372号
の開通を地元住民らとともに祝い
ました。
　西村市長は「産業や観光を支え、
災害時には物資を運ぶ大型車両も
通行できる道路が無事完成し、大
変喜ばしい」と式辞を述べました。

「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
協
働
活
動
」

（
2
／
25　

地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大
臣
表
彰
伝
達
式
）

▲記念撮影をする受賞者と関係者

▲完成した道路で記念撮影をする式典参加者 「
南
八
田
道
路
開
通
で
防
災
機
能
の
向
上
へ
」

（
3
／
28　

一
般
国
道
3
7
2
号
南
八
田
道
路
の
開
通
式
）

　2月25日、美山町島の美山小学校で、令
和2年度地域学校協働活動推進に係る文部科
学大臣表彰の伝達式が行われました。
　この表彰は、地域と学校が連携・協働し
て行う「地域学校協働活動」に対して贈られ
るもので、南丹市からは美山地域学校協働
本部が受賞されました。
　美山地域では、小学校再編以降、地域と
学校、保護者が一緒になり、子どもたちの
学びについて考え、地元の歴史や文化など
を教材とした「美山学」の学習をはじめとし
たたくさんの取り組みが行われてきました。

▲一般国道372号南八田道路

　幼稚園と保育所の機能をあわせた民間
の幼保連携認定こども園「南丹のぞみ園」
が4月に開園します。
　3月21日には定礎式が開かれました。西
村市長および南丹のぞみ園園長の髙塚郁
男牧師が挨拶されました。また、建設に携
わったLife設計事務所と奥田工務店に感
謝状が手渡されました。
　のぞみ園は０～5歳まで、定員が150人
で、4月から７８人が通います。

「
の
ぞ
み
園
開
園
で
子
育
て
環
境
充
実
」

（
３
／
21 

南
丹
の
ぞ
み
園
定
礎
式
）

◀
南
丹
の
ぞ
み
園
正
面
外
観
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　12月1日～2月8日までを募集期間
として第3回南丹市フォトコンテスト
が開催されました。
　「ええとこ南丹　撮ってきて！」を
テーマとして南丹市の景色・文化財・
食などの写真を募集し、261作品も
の応募がありました。前回に比べ応
募点数は少なくなりましたが、コロ
ナ禍の中、撮影に出かけるのも困難
な状況にあったにもかかわらず、多
くの力作が応募されました。

　3月4日、令和2年度文部科学大臣優
秀教職員表彰の伝達表彰が市役所で
行われました。
　京都府からは10人が表彰され、南
丹市では、園部第二小学校の日下部
明子教諭が受賞しました。日下部教
諭は、授業実践力に優れ、言語活動
を重視した深い学びを生み出す授業
を行い、学力の向上を図っている事
や食に関する事業で研究主任として
中心的な役割を担い、望ましい食習
慣を目指す児童の育成を図っている
事などの功績から受賞しました。

　3月22日、南丹市役所に園部中学校の
生徒が各賞の受賞報告に来られました。
　2年生の日下部さんが令和2年度北方領
土に関する全国スピーチコンテストで独立
行政法人北方領土問題対策協会理事長賞
を、2年生の河原さんが京都府「北方領土
とわたしたち」作文コンクールで京都府教
育長賞を、JICA国際協力中学生・高校生
エッセイコンテストで1年生の久保田さん
が国際協力特別賞を、それぞれ受賞されま
した。

「
四
季
折
々
の
南
丹
市
が
応
募
さ
れ
る
」

「
聴
く
・
話
す
・
書
く
授
業
で
児
童
育
成
」

「
学
校
で
の
学
び
の
成
果
を
披
露
す
る
」

「
円
滑
な
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
目
指
す
」

（
３
／
４　

令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
）

（
３
／
22　

園
部
中
学
校
生
徒
受
賞
報
告
）

（
３
／
23　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式
）

▲京都府知事賞作品「静かに染まる雪の花」

（
第
3
回
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

　3月23日、南丹市役所で、新型コロナ
ウイルスワクチン集団接種に関する連携
協定締結式が行われました。
　3月末現在、集団接種の準備を進めて
いるところですが、接種に携わる看護師
不足が課題とされていました。この度、
社会福祉法人長生園と市の間で連携協定
が結ばれ、ワクチンの集団接種業務を長
生園の看護師にご協力いただけることと
なりました。

▲協定書を手に持つ蓮本園長（左）と西村市長（右）

▲表彰状を手に記念撮影する生徒ら

▲木村教育長から表彰状を受け取る日下部教諭
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問
い
合
わ
せ
先
：
山
内
隊
員

℡（
０
９
０
）６
９
１
６
ー
９
１
６
２

南丹空き家再生プロジェクト 検  索

−15−

協
力
隊
４
期
の
山
内
で
す
。
市
内
の

空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
「
南
丹
空
き
家
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

昨
年
８
月
よ
り
国
道
９
号
沿
い
の
元

カ
フ
ェ
を
改
装
し
て
い
ま
し
た
。
５
年

以
上
空
き
家
だ
っ
た
の
で
、
か
な
り
状

態
も
悪
く
、
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式

に
変
え
た
り
、
お
風
呂
を
全
面
的
に
パ

ネ
ル
貼
り
し
た
り
、
床
が
抜
け
落
ち
た

居
間
に
新
し
く
床
を
つ
く
っ
た
り
と
盛

り
だ
く
さ
ん
な
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
な
り
ま
し

た
！家

は
住
む
人
が
い
な
く
な
る
と
、
す

ぐ
に
朽
ち
て
し
ま
う
な
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
空
き
家
を
お
持
ち
で
し
た
ら

朽
ち
て
し
ま
う
前
に
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ

ン
ク
や
「
南
丹
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
南
丹
空

き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
ど

ん
な
状
態
で
も
何
と
か
頑
張
っ
て
キ
レ

イ
に
し
、
新
た
な
利
用
者
に
引
き
継
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
グ
で
改
装
の
様
子
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ぜ
ひ
上
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

め
ざ
せ
南
丹
の
空
き
家
王
！

空き家バンクの問い合わせ先：南丹市定住促進サポートセンター　電話：（0771）68-1616

2021
表紙モデル
NANTAN

南丹市制作の出版物や動画に登場する市民モデル
市内在住・在勤・在学者（個人もしくは家族などの
少人数グループ）

※年齢・男女は問いません。

募集内容
募集対象

応募条件
・�応募者に掲載をお願いする際は、後日、市から撮影日などについて連絡します。
・撮影をお願いしても、撮影日時などの条件が合わなければ掲載できない場合が�
　あります。
・掲載月や掲載方法などの希望を受け付けることはできません。
・撮影場所は基本的に市内ですが、その他の場所で撮影する場合もあります。
・撮影は基本的に市職員が行います。
・報酬などはありません。
・営利目的の宣伝・広告活動、政治・宗教活動などの目的での応募はできません。
応募方法　件名に広報誌モデル応募と記載し、内容には住所・氏名・年齢・電話
　　　　　番号を記載のうえ、掲載を希望する人のみが大きく写っている写真を
　　　　　添付し、メールでご応募ください。
応募・問合先　南丹市秘書広報課
　　　　　hisyo@city.nantan.lg.jp

募集開始!!
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 39 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

令
和
2
年
度
に
は
約
60
件
の
届
出

が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
南
丹
市
に
関
わ
る
多
く
の

方
々
と
一
緒
に
、
優
れ
た
景
観
を
守

り
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

【南丹市とさくら】
　日本を代表する花として広く愛されている「さくら」。
　市のイメージキャラクターさくらちゃんのモチーフ
でもあり、ふるさと南丹市の歩み行く明るい未来を象
徴し、豊かな文化が花開くまちづくりを象徴する花とし
て市の花にも制定されています。
　学校や公園、山間に色を添える鮮やかなピンクの
景観に、人生の節目の出来事を思い出す方も多いの
ではないでしょうか。
　さくらの名所も多い南丹市。今回は市内の春を彩っ
てくれたさくらの景色を紹介します。

園部町地域　園部公園 八木町地域　大堰川緑地公園

日吉町地域　日吉ダム周辺 美山町地域　大野地域活性化センター
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▲農業体験「未来共育学園の
　生徒と保護者」

▲茅葺屋根の葺き替えが終
　了した石田家住宅

▲伝統芸能「からす田楽」とご神木「大ケヤキ」

　

毎
年
６
月
28
日
に
は「
不
動
尊
の
滝
祭

り
」を
開
催
し
、
伝
統
食
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
継
承
に
注
力
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
外
の
住
民
を
迎
え
る
農

業
体
験
や
清
流
で
の
川
遊
び
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
編
成
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の

企
画
に
よ
り
、
集
落
内
に
絆
が
生
ま
れ
、

誇
り
と
自
信
が
芽
生
え
は
じ
め
て
い
ま

す
。

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
57
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

35
世
帯
65
人
が
暮
ら
す
下
区
は
、「
西

の
鯖
街
道
」の
ル
ー
ト
と
し
て
独
自
の
文

化
や
地
域
特
有
の
食
文
化
を
育
ん
で
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
高
齢
化
率
48
・
４

％
の
準
限
界
集
落
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
状
を
打
開
す
る
べ
く
、
集
落
に
住

む
住
人
が
一
体
と
な
り
、
①
農
業　

②

食
文
化　

③
伝
統
文
化　

④
交
流　

の

４
チ
ー
ム
編
成
で
地
域
の
活
性
化
の
取

組
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

樫
原
区
は
伝
統
あ
る
文
化
財
と
田
園

風
景
を
兼
ね
備
え
た
古
き
良
き
集
落
で

す
。

　

ま
た
、
集
落
の
鎮
守
様
、
川
上
神
社

の「
か
ら
す
田
楽
」は
昭
和
58
年
に
京
都

府
無
形
文
化
財
第
１
号
の
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
農

家
住
宅「
石
田
家
住
宅
」は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
数
年
に

わ
た
り
周
辺
整
備
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
工

事
が
完
了
し
、
黄
金
の
屋
根
は
慶
安
３

年（
１
６
５
０
年
）に
建
設
さ
れ
た
当
時

の
輝
き
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
１
３
０
０
年
前
に
建
立

さ
れ
た
大
原
神
社
に
は「
京
都
自
然

２
０
０
選
」に
選
ば
れ
た
ご
神
木
の
大

ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、
そ
の
樹
齢
は
千
年
を

超
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
活
用
し
、
樫
原

区
を
訪
れ
る
人
口
を
増
や
す
と
と
も

に
、
来
訪
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
住
民

が
元
気
に
な
る
こ
と
、
住
み
た
い
と
思

う
人
が
増
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

美
山
町
「
長
寿
を
目
指
す
里
・
下
」

下
集
落
支
援
事
業
委
員
会
の
取
り
組
み

美
山
町
樫
原
区　
伝
統
文
化
で
活
性
化

重
文
「
石
田
家
住
宅
」
の
整
備
事
業

▲特産品「鯖のへしこ」

▲伝統行事「不動尊の滝祭り」

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８
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八
木
西
小
学
校
の
取
り
組
み

～
お
米
作
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～

　

八
木
西
小
学
校
５
年
生
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
お
米
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

 

田
植
え
体
験

　　

６
月
３
日
、
地
域
の
方
の
田
ん
ぼ
で

田
植
え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
泥
の
ヌ

ル
ヌ
ル
と
し
た
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら

田
植
え
を
し
、
と
て
も
大
変
な
作
業
で
、

疲
れ
て
い
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、

植
え
終
わ
っ
た
後
の
田
ん
ぼ
を
見
て
、

「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
で
き
て

良
か
っ
た
。」と
満
足
そ
う
で
し
た
。
ま

た
、「
機
械
が
な
い
時
は
こ
ん
な
大
変
な

こ
と
を
毎
年
や
っ
て
い
た
ん
だ
。」と
田

植
え
の
大
変
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
稲
の
成
長
の

様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る

稲
を
見
て
収
穫
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—47—

稲
刈
り
体
験

　

９
月
14
日
、
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し

た
。
田
植
え
か
ら
約
３
ヵ
月
。
成
長
を

観
察
し
て
き
た
稲
を
鎌
で
丁
寧
に
刈
っ

て
い
き
ま
し
た
。
稲
を
刈
る
時
の
力
の

入
れ
具
合
や
、
刈
っ
た
後
に
束
に
し
て

い
く
作
業
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
の
方
に
教
え
て
も

ら
い
、
刈
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
変
な
作

業
で
し
た
が
、
お
米
の

つ
ぶ
を
見
て
、
こ
れ
が

お
い
し
い
ご
飯
に
な
る

と
思
い
な
が
ら
最
後
ま

で
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
ン
ダ
ー
と
い
う
機
械
を

使
っ
て
の
稲
刈
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

手
で
刈
る
の
と
違
っ
て
あ
っ
と
い
う
間

に
で
き
て
し
ま
う
こ
と
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　
「
お
米
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
苦
労
と

努
力
の
積
み
重
ね
で
で
き
て
い
る
と
分

か
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
思
っ
た
」と
お
米
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
と
な
り
ま
し

た
。

新
米
を「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

　

自
分
た
ち
で
田
植
え
を
し
、
稲
刈
り

を
し
た
お
米
を
給
食
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
真
っ
白
で
、
つ
や
つ
や
し
た
新
米

を
見
て
、「
お
い
し
そ
う
！
」「
お
か
わ

り
欲
し
い
！
」と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
。」

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新

米
を
口
に
ほ
お
ば
る
子

ど
も
た
ち
は
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。「
い

つ
も
よ
り
お
い
し
い
。」

「
も
ち
も
ち
し
て
い
て

お
い
し
い
。」と
言
い
な
が
ら
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
関
わ

っ
た
お
米
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
よ
り

お
い
し
く
感
じ
た
給
食
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う

　

お
米
作
り
の
大
変
さ
や
大
切
さ
を
実

際
に
体
験
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
学

習
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
に
、

お
礼
を
し
よ
う
と『
感
謝
の
会
』を
開
き

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

り
、
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
り
、
手

紙
を
渡
し
た
り
と
感
謝
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
も
喜
ん
で

く
だ
さ
り
、
感
謝
の
会
は
、
大
成
功
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
め
縄
作
り

　　

お
米
作
り
で
出

た
わ
ら
を
使
っ
て
、

し
め
縄
作
り
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

し
め
縄
名
人
に
来

て
い
た
だ
き
、
作

り
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
編
め
ず
苦
戦
し
ま
し
た
が
、

で
き
あ
が
っ
た
し
め
縄
を
う
れ
し
そ
う

に
見
せ
合
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

昔
の
人
の
知
恵
に
触
れ
、
昔
か
ら
の
風

習
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
を
通
し
た
お
米
作
り
を
体
験
し
、

毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た

ご
飯
の
こ
と
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
い
し
さ
の
裏
側
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
方
の
努
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
、
お
米
だ
け
で
な
く
、
食

べ
物
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
が
深
ま
る
学
習
と
な
り
ま
し
た
。
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶103̶

お元気ですか？

保健師です。

五
月
病
に
負
け
る
な
！

～
対
処
法
を
知
り
、
元
気
な
社
会
生
活
を
！
～

　

皆
さ
ん
、「
五
月
病
」っ
て
ご
存
じ
で

す
か
？
新
年
度
を
迎
え
、
新
社
会
人
を

は
じ
め
、
転
職
や
転
校
、
引
っ
越
し
な

ど
の
環
境
の
変
化
が
引
き
金
と
な
り
、

起
こ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
４
月
に
環

境
が
変
わ
っ
て
か
ら
１
ヵ
月
た
っ
た
５

月
頃
に
、
身
体
の
だ
る
さ
、
疲
れ
や
す

さ
、
意
欲
が
わ
か
な
い
、
物
事
を
悲
観

的
に
考
え
て
し
ま
う
、
よ
く
眠
れ
な
い
、

食
欲
が
な
い
な
ど
の
症
状
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
６
月
か
ら
本
格
的
に

仕
事
を
始
め
て
症
状
が
出
る
新
社
会
人

に
お
い
て
は
、「
六
月
病
」と
表
現
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

正
確
に
は
、「
五
月
病
」は
医
学
用
語

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
に
、
こ
の

季
節
に
学
生
や
新
社
会
人
に
起
こ
り
や

す
い
た
め
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
症
状
が
長
引
く
と
、「
適
応
障
害
」

や「
う
つ
病
」に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
世
界
的
に
新
型
コ

え
ま
し
ょ
う
。
深
刻
に
物
事
を
と
ら
え

過
ぎ
ず
、
新
し
い
仕
事
や
環
境
で
は
失

敗
は
つ
き
も
の
と
考
え
、「
で
き
る
範
囲

で
い
い
や
」と
気
楽
に
考
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず

に
、
日
頃
か
ら
上
司
、
同
僚
、
友
人
、

家
族
な
ど
の
身
近
な
人
に
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

五
月
病
の
一
般
的
な
予
防
・
改
善
策

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

<

予
防
・
改
善
策>

・
毎
日
の
生
活
習
慣
を
整
え
る
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
。

・
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
。

・
適
度
な
運
動
習
慣
を
つ
く
る
。

・
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
る
。

・
ぼ
ん
や
り
と
窓
の
外
を
眺
め
る
。

・
深
呼
吸
を
す
る
。

・
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。

・
友
人
や
先
輩
な
ど
に
話
を
聞
い
て
も

ら
う
。

・
趣
味
に
没
頭
す
る
な
ど
気
分
転
換　

を
図
る
。

　

な
ど
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
も
、

元
気
に
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
方
法
で
改

善
が
見
ら
れ
な
い
、
症
状
が
長
引
く
な

ど
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
心
療
内
科
や
精
神
科
を
受

診
し
、
専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

南
丹
市
で
は
、
４
択
式
の
質
問
に
回

答
す
る
こ
と
で
、
心
の
健
康
状
態
が
イ

ラ
ス
ト
に
な
っ
て
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
左
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
代
で
す
が
、
五

月
病
に
負
け
ず
に
、
元
気
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
医
療
課　

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
６

『
こ
こ
ろ
の
体
温
計
』で
ス
ト
レ
ス
度
・

落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
あ
り
、

令
和
３
年
度
に
入
っ
た
現
在
で
も
依
然
、

感
染
予
防
を
意
識
し
た
生
活
様
式
を
送

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
と

環
境
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ス
ト
レ
ス
へ
の
適
切
な
対
処
が
で

き
な
い
と
、
心
身
の
不
調
を
き
た
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
病
に
か
か
り
や
す
い
タ

イ
プ
の
人
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
<

か
か
り
や
す
い
タ
イ
プ>

・
真
面
目
な
人

・
責
任
感
が
あ
る
人

・
忍
耐
力
が
あ
る
人

・
内
向
的
な
人

　

真
面
目
で
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

人
、
我
慢
強
く
た
め
込
ん
で
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。「
ス
ト
レ

ス
は
必
ず
あ
る
も
の
」と
認
識
し
て
、
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法
を
考

1.あぐらで座り、両手を体の外側に置い
て、肩を上げる。
2.息を吸って、吐きながら肩をゆっくり
下げ、手の指先を床へ。その状態から
頭を左に傾け、首の右側を伸ばし3秒
キープ。
3.息を吸って首を正面に戻したら、首を
右側へ傾けて同様に。
これを3セット行う。

首のストレッチ（例）

「こころの体温計」
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一
生
懸
命
に
頑
張
る
姿

は
輝
い
て
い
ま
す
。

学
習
に
真
剣
に
取
り
組
む

姿
。
練
習
を
重
ね
て
努
力
す

る
姿
。
低
学
年
に
丁
寧
に
教

え
る
高
学
年
の
姿
等
、
頑
張

る
姿
を
互
い
に
認
め
合
え
る

集
団
を
目
指
し
て
、
園
部
第

二
小
学
校
で
は「
ふ
わ
ふ
わ
ハ

ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
」の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

校
生
活
を
送
る
中
で
、
自
分
が

関
わ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
目
を

向
け
ら
れ
る
よ
う
毎
月「
学
級
」や「
通

学
班
」等
対
象
を
決
め
、
ハ
ー
ト
型
の
紙

に
友
達
の
か
が
や
き（
良
さ
）の
様
子
を

見
つ
け
て
書
き
ま
す
。「
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
た
の
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
」「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
ボ

ー
ル
が
当
た
っ
た
時
、『
大
丈
夫
？
』と
声

を
か
け
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」等
で
す
。
ま
た「
な
わ
と
び
で
初
め

て
二
重
跳
び
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」と
自
分
自
身
に
も
目
を
向
け
、
か

が
や
き
を
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
書

か
れ
た
ハ
ー
ト
型
の
紙
は
、
各
学
級
で

大
輪
の
花
が
咲
く
よ
う
に
台
紙
に
貼
り
、

廊
下
に
掲
示
し
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
月

の「
人
権
デ
ー
」に
は
給
食
時
の
放
送
で
、

書
か
れ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど

も
達
は
、
掲
示
さ
れ
た
文
を
読
み
、
か

が
や
き
を
見
つ
け
て
も
ら
っ
た
う
れ
し
さ

や
、
新
た
に
友
達
の
良
さ
を
見
つ
け
た

喜
び
で
、
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
き
ま

す
。

和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の
た
め

に
、
異
学
年
の
縦
割
り
活
動
が
で
き
ず
、

他
学
年
と
の
交
流
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の「
ふ
わ
ふ
わ
ハ
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
」で
た
く
さ
ん
の
か
が
や
き
を
見
つ
け
、

尊
重
し
合
う
中
で
、
互
い
に
命
を
守
る

行
動
が
で
き
、
心
と
心
の
つ
な
が
り
を

強
く
し
て
き
ま
し
た
。

達
の
か
が
や
き
を
見
つ
け
る
事

で
、
互
い
の
個
性
や
価
値
観
の
違

い
に
も
気
付
き
、
自
他
共
に
尊
重
す
る

心
が
育
ち
ま
す
。「
そ
の
に
っ
子
」一
人
一

人
の
良
さ
が
さ
ら
に
か
が
や
く
よ
う
育
ん

で
い
き
ま
す
。

園
部
第
二
小
学
校

人
権
教
育
主
任　

山や
ま

本も
と　

美み

加か

85

「かがやきをみつけよう」

て
お
り
、
例
え
ば
、「
買
い
物
に

は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
く
」、

「
食
べ
物
を
残
さ
な
い�

」、「
性
別

に
関
係
な
く
家
事
を
分
担
す
る
」、

「
性
別
や
障
が
い
、
人
種
、
出
自

な
ど
と
い
っ
た『
差
別
』や『
不
平

等
』に
気
づ
く
」な
ど
日
常
の
生
活

で
誰
も
が
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
の

日
々
の
生
活
習
慣
を
少
し
ず
つ
見

直
す
こ
と
が
、
目
標
達
成
に
つ
な

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
根
底
に
あ
る

の
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」、

「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
を
実
現

す
る
」と
い
う
、
人
権
尊
重
の
理

念
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に

さ
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活

は
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

今
あ
る
地
球
は
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

次
の
世
代
か
ら
預
か
っ
た
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
自
分

の
事
と
し
て
考
え
、
２
０
３
０
年

の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。　　
　
　
　

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第48回―

　

気
候
変
動
や
貧
困
、
資
源
の
枯

渇
な
ど
、
私
た
ち
の
住
む
美
し
い

地
球
は
、
今
後
、
様
々
な
課
題
に

直
面
し
、
将
来
、
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め

２
０
１
５
年
９
月
、
国
連
で
全
世

界
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す

べ
き
目
標
を
掲
げ
た「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ

ェ
ン
ダ
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
行
動
目
標
が
、

17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
た「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
Ｓ

ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　

Ｄ
ｅ

ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ���

Ｇ
ｏ
ａ

ｌ
ｓ
）」で
す
。

　

17
の
目
標
は
、
大
き
く
環
境
、

社
会
、
経
済
の
３
つ
に
分
け
ら
れ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
人
権

学

令友

▲そのにっ子のかがやきが笑顔の花を咲かせて
　います。
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令
和
２
年
度
に
南
丹
市
立
図
書

館
で
貸
出
の
多
か
っ
た
本
を
紹
介

し
ま
す
。
一
般
書
で
は『
ク
ス
ノ
キ

の
番
人
』が
１
位
で
し
た
。
東
野
圭

吾
さ
ん
は
根
強
い
人
気
で
ベ
ス
ト

10
の
中
に
他
３
点
も
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
本
屋
大
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
凪
良
ゆ
う
さ
ん
の

『
流
浪
の
月
』は
堂
々
２
位
で
し
た
。

受
賞
作
品
は
人
気
が
あ
り
、
予
約

も
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
書
や
絵
本
で
は
、『
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
の
じ
ご
く
り
ょ
こ
う
』が

１
位
で
す
。『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
』シ

リ
ー
ズ
は
ど
の
本
も
人
気
で
す
。
ま

た
今
人
気
の
絵
本
作
家
、
ヨ
シ
タ
ケ

シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の『
こ
ろ
べ
ば
い
い

の
に
』や
テ
レ
ビ
で
人
気
の『
お
し
り

た
ん
て
い
』も
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
は
、
こ
の
他
に
も

様
々
な
分
野
の
本
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
お
気
に
入
り
の
一
冊

を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

—第73回—
消費生活情報

子
ど
も
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

高
額
課
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

●
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
端
末
な
ど
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
登
録
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
子
ど
も
が
自
由

に
課
金
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
カ
ー

ド
情
報
を
削
除
す
る
な
ど
、
カ
ー
ド

の
管
理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ー
ド
が
利
用
さ
れ
る
度
に
メ
ー
ル

が
届
く
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
が
使
う
端
末
で
は
、
親
が

利
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
な
ど
、
購
入
・
支
払
い

の
制
限
を
か
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

●
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
購
入
な
ど
で
お

困
り
ご
と
、
不
審
に
思
う
こ
と
な
ど

が
あ
れ
ば
、
左
記
窓
口
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

●
親
が
知
ら
な
い
間
に
子
ど
も
が
無

断
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
高
額
な

課
金
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
親
子
で
ゲ
ー
ム
内
容
や
機
器
の
仕

組
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
使
え

る
状
態
か
否
か
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
、使
い
方
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
こ
と
助
言

親
子
で
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
確
認
を
！

不
安
な
こ
と
は
お
気
軽
に
相
談
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
を
！

　令
和
２
年
度
　
図
書
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま
す
！

皆
さ
ん
が
借
り
た
本
は
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
か
？

事例１ 小学生の息子
が、家族共用のタブ
レット端末で、オンラインゲームの有
料アイテムを数日間のうちに次々に購
入し、総額150万円以上も課金してい
た。タブレット端末には、父親のクレ
ジットカード情報が登録されたままに
なっており、子ども
が使う際も、利用で
きるようになってい
た。
（当事者：小学生男児）

(独)国民生活センター
「子どもサポート情報」

から
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▲手品を参加者に手伝ってもらうことで場を盛り上げます。

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会日吉事務所

TEL：（0771）72-0947

　
「
ま
ち
カ
フ
ェ
モ
ー
ニ
ン
グ
の
会
」

は
日
吉
町
の
上
胡
麻
・
広
野
・
畑
郷
・

東
胡
麻
・
西
胡
麻
な
ど
の
住
民
た
ち

が
集
い
、
交
流
で
き
る
場
所
を
作
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
一
昨
年
に
発

足
。
8
名
の
運
営
委
員
が
中
心
と
な

り
、
誰
で
も
参
加
で
き
る「
ま
ち
カ
フ

ェ
サ
ロ
ン
」を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
胡
麻
駅
内
の
胡
麻
屋
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
中
止
の
時
期
を
経
て
、
現
在
広
め

の
会
場
に
場
所
を
移
し
、
活
動
を
再

開
さ
れ
い
ま
す
。　

　

３
月
14
日
は
、
毎
回
恒
例
と
な
っ

て
い
る
健
康
体
操
か
ら
始
ま
り
、
詩

吟
や
手
品
、
腹
話
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
演
目
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
ち
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
は
、
参
加

者
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
習

い
事
や
趣
味
を
披
露
す
る
場
で
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
木
戸
ウ
メ
ノ
さ
ん
は「
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
最
初

に
比
べ
幅
広
く
の
地
域
か
ら
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
今
で
は
開
催
の
た
び

に
30
名
ほ
ど
の
方
が
集
ま
っ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
お
花
見
な
ど
、

参
加
者
の
方
に
見
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企

画
を
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た「
高
齢
化
に
な
り
、
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
人
が
い
る
」と
参
加
で
き

て
い
な
い
方
の
こ
と
も
気
に
か
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ま
ち
カ
フ
ェ
モ
ー
ニ
ン
グ

の
会
は
、
地
域
の
方
の
居
場
所
と
し

て
地
域
全
体
を
明
る
く
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

活動の様子

健康体操の様子

詩吟の披露

手品の披露

地域住民の居場所

〜まちカフェモーニングの会〜
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,870人（−57)
　（男：15,016人

（−21）
・女：15,854人

（−36）
）

●世帯数：14,188世帯（＋41)
（令和3年4月1日現在）

（　）内は前月比

　

4
月
を
迎
え
、
新
し
い
生
活

が
始
ま
っ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
の
広
報
な
ん
た
ん
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
私
が
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
広
報
な
ん
た
ん
2
・
3
月
号
の
記
事
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
2
ペ
ー
ジ
：
中
段
左

（
誤
）や
ま
し
た
　
し
ょ
う
た
ろ
う
　

（
正
）や
ま
し
た
　
じ
ょ
う
た
ろ
う

器
材
の
準
備
や
初
期
設
定
な
ど
が
完
了
し
た
。
３
月
15

日
に
は
園
部
中
学
校
に
て
早
々
に
公
開
研
究
授
業
が
実

施
さ
れ
、
南
丹
市
内
は
じ
め
府
教
育
委
員
会
や
府
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
約
60
名
の
先
生
方
の
参
加
が
あ

っ
た
と
聞
く
。

　

４
月
14
日
に
は
殿
田
小
学
校
6
年
生
の
算
数
授
業
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
授
業
が
始
ま
り
担
任
の
指
示

で
児
童
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
取
り
出
す
と
、
み
ん
な

手
慣
れ
た
操
作
で
教
育
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の「
ロ
イ
ロ
ノ

ー
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。「
線
対
象
形
」に
つ
い
て
の
授

業
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
子
ど
も
た
ち
は
校
内
あ

ち
こ
ち
該
当
図
形
を
探
索
し
、
写
真
に
撮
り
、
結
果
発

表
で
は
電
子
黒
板
に
ク
ラ
ス
全
員
の
撮
影
写
真
が
一
瞬

に
し
て
表
示
さ
れ
た
。

　

情
報
を
自
ら
作
成
し
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

集
め
編
集
し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
画
面
で
表
現

す
る
。
他
人
の
考
え
も
瞬
時
に
共
有
で
き
、
か
つ
記
録

が
残
せ
る
。
か
つ
て
は
紙
上
の
文
字
を
読
み
、
ノ
ー
ト

に
書
き
、
黒
板
に
向
き
合
う
授
業
か
ら
す
る
と
隔
世
の

感
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
情
報
操
作
は
目
的
で
な
く
あ
く
ま

で
も
手
段
で
あ
る
。
情
報
伝
達
に
は
便
利
だ
が
感
情
共

有
や
そ
の
背
景
を
つ
か
み
、
人
と
の
支
え
あ
い
の
関
係

性
を
生
む
に
は
不
十
分
。
他
者
と
向
か
い
合
い
、
傾
聴

や
共
感
・
受
容
の
大
切
さ
を
学
び
、
ま
た
、
読
書
か
ら

得
る
思
考
力
や
創
造
力
を
し
っ
か
り
育
め
る
二
刀
流
の

教
育
実
践
を
学
校
に
期
待
し
た
い
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

今
年
は
例
年
に
な
く
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
。
京
都

市
内
で
は
例
年
よ
り
10
日
早
い
満
開
と
発
表
さ
れ
た
。

南
丹
市
で
も
４
月
３
日
市
役
所
駐
車
場
で
の
園
部
城
跡

発
掘
現
場
説
明
会
の
折
に
は
周
辺
の
桜
は
満
開
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
自
粛
生
活
の
中
、
た
め
息
を
つ
き
眺
め
た

桜
は
む
な
し
く
散
り
去
っ
た
。

　

時
期
を
同
じ
く
し
て
日
本
各
地
の
変
異
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
広
が
っ
て
き
た
。
鮮
や
か
な
桜
花
の
発
す

る
フ
ェ
ロ
モ
ン
は
、
や
は
り
浮
き
立
つ
気
持
ち
を
招
く

の
か
人
々
の
行
動
を
活
発
・
密
に
さ
せ
る
。
３
月
23
日

京
都
府
内
感
染
者
14
人
、
４
月
14
日
は
１
２
５
人
と
急

拡
大
。

　

思
い
出
す
と
昨
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
学
校
が
一
斉
休
校
と
な
り
、
学
習
に
強
い
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
っ
た
。
国
は
今
後
も
ま
た
起
こ
り
得
る
一
斉

休
校
時
の
家
庭
で
の
リ
モ
ー
ト
学
習
も
想
定
し
、
当
初

５
年
間
か
け
て
整
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ（
ギ
ガ
）ス
ク
ー
ル

構
想
実
現
を
２
０
２
０
年
度
内
へ
と
前
倒
し
た
。
南
丹

市
で
も
大
き
な
補
正
予
算
を
組
み
、
小
中
学
校
で
子
ど

も
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
を
整
備
し
、
指
導
人
材
も
配
置
し
た
。

　

日
本
の
社
会
は
情
報
化
に
つ
い
て
先
進
国
に
後
れ
を

取
っ
て
い
る
。
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
も
情

報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
基
盤
と
し
た
様
々
な
先
端
技

術
を
効
果
的
に
活
用
す
る
教
育
構
築
が
急
務
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
全
国
に
後
れ
を
取
ら
ず
南
丹
市
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上
が
る
か
気
を

も
ん
で
い
た
。

　

教
育
委
員
会
と
学
校
の
連
携
に
よ
る
準
備
が
猛
ス
ピ

ー
ド
で
進
み
、
南
丹
市
は
京
都
府
下
で
も
い
ち
早
く
資

▲裏庭に咲くワサビの花


